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初めての色画用紙。いつもよりはっきり出る色。

乾いた絵具の上にさらに重ね塗り。 

発色の違いに気づき一生懸命伝えてくれます。

刷毛の運び、G くんの表情から伝えたい気持ち

を感じ取ります。 

平皿の絵具が少なくなったところで、白を入れ

ました。さらに重なる色。 

画用紙の中で広がるグラデーション。だんだん

と形になり、G くんの描きたいものが明確にな

ってきます。 

 

「あし」「きょうりゅう」 

 

と、言葉にして教えてくれました。 

両手を前に出して「がお～」とポーズ。G くん

は恐竜になりきって描いていたようです。 

描いている時は真剣、時には鼻歌も飛び出して G くんの世界を満喫し

ている様子でした。たくさん言葉を交わすわけではないですが、近く

で見てくれている、満足するまでやっていいんだ、という気持ちが伝

わります。 

子どもからの気づきや発信にすぐに反応し、応えていく。担任間で話

し合って取り組んできたからこそ今の保育があるのだな、と実感して

いまいます。今後の絵具遊びも楽しみです。 

絵具遊びが大好きな G くん。 

この日も最後まで絵具の世界に入り込みます・・・ 

筆から刷毛へ持ち替えて、どんなふうに描くのかな？ 

 

G くんの世界にこっそり入ってみました。 


